
「環境」の政策体系

環境

生態系の保全 ・自然環境保護事業

・自然環境保全啓発推進事業

・地域協議会運営事業

・省エネルギー対策事業
・新エネルギー対策事業 等

・廃棄物減量推進事業
・資源回収促進補助事業 等

（分 野） （基本方針） （施 策） （主要事業）
自然とともに

生活する環境づくり

・ごみ類収集運搬事業
・廃棄物処理施設整備事業 等

・環境調査事業

環境学習の充実

自然環境とふれあう
機会の充実

様々な主体が参加する
プラットフォームの構築

省エネルギーと
新エネルギー利用の促進

ごみの適正処理

し尿の適正処理

環境汚染等の調査

地球温暖化
対策への貢献

資源循環型社会の
構築と

廃棄物の適正処理

環境学習の拠点づくり

環境学習の内容充実

発生抑制・資源化の推進

環境美化の推進

事業所等からの
環境負荷対策

・環境学習推進事業
・地域環境活動支援事業 等

・環境学習交流・発信事業

・湖南広域行政組合運営事業

・ボランティア清掃ごみ回収事業
・不法投棄・粗大ごみ回収事業

・事業所等指導事業

環境汚染・公害への
適切な対策



■施策評価シート
(14)-1 ① 施策名 【施策成果に影響を与えた要因についての分析】

責任課

記入者

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

地区 15 15 15 15 15 16 17

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

回 115 100 100 130 110 150 120

【事務事業の改善方針】　　※改善を図る事務事業のみ記載

※「施策成果への貢献度」は各事業の施策目標達成に対する貢献度の高さを記載・・・・・Ａ：特に高い　Ｂ：高い　Ｃ：やや低い　Ｄ：低い

保全維持管理活動数

※「改善の方針」は、①新規　②廃止・統合　③休止　④目的の変更　⑤手段の変更　⑥拡充　　から選択

事務事業名 担当課
施策成果
への
貢献度

改善の方針

単位

それぞれの地区の状況に応じて、自主的な保全維持活動を実施され、草津市の良好な自然を
維持し、保全が図れた。

自然環境保全地区数

施策の達成度
（責任課による
定性的評価）

「草津市の自然と人との共生をすすめる施策の推進計
画」に基づいて、緑地・水辺等の保全、保護樹木の指
定や自然環境保全地区の充実に努めます。

生態系の保全

環境課

中島　正人

活動指標

（責任課コメント）

基本方針番号 施策番号

項目

成果指標

施策の概要

単位

その他の外的
・他律的な事象

項目

Ｂ

市街化区域の開発の増加

関係課のコメント

事務
事業

指標

個別
内容

責任課による分析

改善内容の詳細

自然環境保護
事業

環境課

体系

環境・条件
の変化

自然環境保全地区の追加指定を行い、良好な自然環境の
保全を図る。

拡充

備考

「草津市の自然と人との共生をすすめる施策の推進計画」に基づき、実施する。
自然環境保全地区を追加指定し、草津市の良好な自然環境の保全に努める。
今後も良好な自然環境の保全のため、保全維持活動を支援していく。

評価に基づい
た今後につい
ての考え方



■事務事業・事業費一覧

H.21 H.22 H.23 H.24 計 H.21 H.22 H.23 H.24 計

計画 928 641 669 740 2,978 計画

実績 897 679 801 2,377 実績

計画 68 68 68 68 272 計画

実績 6 21 50 77 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 （百万円）

実績 計画 1.0 0.7 0.7 0.8 3.3

計画 実績 0.9 0.7 0.9 0.0 2.5

実績 計画 0.1 0.1 0.1 0.1 0.3

計画 実績 0.0 0.0 0.1 0.0 0.1

実績 計画

計画 実績

実績 計画

計画 実績

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

28

29

27

25

26

12

B

9

施策成果
への
貢献度

B

10

8

13

11

6

7

担当課
事業費（千円）

20

施策成果
への
貢献度

22

番号

主1

番号
事業
区分

事務事業
事業費（千円）

担当課事務事業

環境課自然環境保護事業

事業
区分

15

14

17

16

19

18

4

5

2 − 鳥獣保護推進事業 環境課

3

21

24

23

マニフェスト
関連事業
小計

30

総計

リーディング
事業小計

主要事業
小計



■施策評価シート
(14)-1 ② 施策名 【施策成果に影響を与えた要因についての分析】

責任課

記入者

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

人 161 60 160 345 - - - -

人 45 40 90 83 100 114 150

人 - - - - 300 57 150

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

人 45 40 50 43 50 31 50

人 - - - - 300 57 100

【事務事業の改善方針】　　※改善を図る事務事業のみ記載

水鳥観察会参加者数

いきもの調査参加者数

単位

自然観察会参加者数累計

水鳥観察会参加者数累計

施策の達成度
（責任課による
定性的評価）

自然観察会や身近な植生・生物調査などを通じて、市
民が自然とのふれあいを楽しめる機会の充実を図りま
す。

自然環境とふれあう機会の充実

環境課

津田　久美子

活動指標

（責任課コメント）

基本方針番号 施策番号

項目

成果指標

施策の概要

いきもの調査参加者数累計

市が主催する自然観察会は、事業仕分けにより廃止した。
水鳥観察会は、琵琶湖ラムサール条約連絡協議会との共同事業として実施している。参加者
数は天候に左右される。
いきもの調査は、草津市の自然と人との共生をすすめる施策の推進計画に基づき、市民主体
で市内の生物調査をおこなうことによって、生物多様性などの環境問題に関心をもっていただ
く機会を提供することを目的に開始した。平成23年度からの新規事業であり、小学校や市民セ
ンター等にきめ細かく周知したものの、目標値どおりの参加者を集めることができなかった。

水鳥観察会：年1回開催。
いきもの調査：年4テーマ。1テーマあたり25名を目標。

単位項目

責任課による分析 関係課のコメント

事務
事業

指標

いきもの調査の平成23年度目標値を300とした
が、実績値はこれを大きく下回った。平成24年度
で目標に到達するよう、成果指標および活動指
標の目標値を見直す。

体系 　

環境・条件
の変化

個別
内容

その他の外的
・他律的な事象

「草津市の自
然」作成

環境課 Ｂ
身近な動植物調査をする手段として、専門家による調査を
行い、啓発活動に活用します。

新規

備考

水鳥観察会は継続し、参加者数が増加するよう内容日程を工夫する。
いきもの調査についても、参加者数が増加するようテーマを工夫するとともに、周知す
る範囲を広げる。

評価に基づい
た今後につい
ての考え方

※「改善の方針」は、①新規　②廃止・統合　③休止　④目的の変更　⑤手段の変更　⑥拡充　　から選択

事務事業名 担当課
施策成果
への
貢献度

改善の方針 改善内容の詳細

※「施策成果への貢献度」は各事業の施策目標達成に対する貢献度の高さを記載・・・・・Ａ：特に高い　Ｂ：高い　Ｃ：やや低い　Ｄ：低い



■事務事業・事業費一覧

H.21 H.22 H.23 H.24 計 H.21 H.22 H.23 H.24 計

計画 203 288 288 1,000 1,779 計画

実績 131 222 78 431 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 （百万円）

実績 計画 0.2 0.3 0.3 1.0 1.8

計画 実績 0.1 0.2 0.1 0.0 0.4

実績 計画 0.2 0.3 0.3 1.0 1.8

計画 実績 0.1 0.2 0.1 0.0 0.4

実績 計画

計画 実績

実績 計画

計画 実績

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

28

29

27

25

26

12

B

9

施策成果
への
貢献度

10

8

13

11

6

7

担当課
事業費（千円）

20

施策成果
への
貢献度

22

番号

主1

番号
事業
区分

事務事業
事業費（千円）

担当課事務事業

環境課自然環境保全啓発推進事業

事業
区分

15

14

17

16

19

18

4

5

2

3

21

24

23

マニフェスト
関連事業
小計

30

総計

リーディング
事業小計

主要事業
小計



■施策評価シート
(14)-2 ① 施策名 【施策成果に影響を与えた要因についての分析】

責任課

記入者

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

か所 6 6 7 5 6 5 7

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

人 17 30 30 29 30 21 30

人 38 30 30 34 30 46 30

校 2 1 3 4 4 4 5 【事務事業の改善方針】　　※改善を図る事務事業のみ記載

※「施策成果への貢献度」は各事業の施策目標達成に対する貢献度の高さを記載・・・・・Ａ：特に高い　Ｂ：高い　Ｃ：やや低い　Ｄ：低い

指導者養成講座参加者数

エコ・キッズ参加者数（子
ども・大人）

学校と地域が連携した
ワークショップ参加校累計

※「改善の方針」は、①新規　②廃止・統合　③休止　④目的の変更　⑤手段の変更　⑥拡充　　から選択

事務事業名 担当課
施策成果
への
貢献度

改善の方針

単位

　平成23年度における環境学習ができる場所は6か所に対して5であり、ほぼ目標を達した。
　平成23年度における指導者養成講座参加者数は、目標値30人に対して、実績は21人であ
り、目標に対して７割の達成度であった。
　平成23年度におけるエコ・キッズ参加者数は目標値30人に対して46人であり、目標を上回る
成果が得られた。
　平成23年度におけるワークショップ参加校累計は目標値4に対して4であり、目標値を達成し
た。

環境学習ができる場所：くさつ・エコミュージアムのエリアとして、琵琶湖岸域で環境学習ができる場所。
指導者養成講座参加者数：教育研究所夏季研修講座内で実施する講座への教員等の受講人数。
エコ・キッズ参加者数：環境活動グループ「エコ・キッズくさつ」への小中学生およびサポーターである大人の参加人数。
ワークショップ：環境課が支援し、地域と連携して環境学習に取り組んだ小学校数。

環境学習ができる場所

施策の達成度
（責任課による
定性的評価）

「くさつ・エコミュージアム」の充実・活用を図るとともに、
様々な主体による環境学習等の活動が増加し活発化
していくための仕組みを整えていきます。

環境学習の拠点づくり

環境課

小川　卓史

活動指標

（責任課コメント）

基本方針番号 施策番号

項目

成果指標

施策の概要

単位

その他の外的
・他律的な事象

項目

関係課のコメント

事務
事業

指標
活動項目について、参加者の継続参加および広
がりにより目標をほぼ達成している。

個別
内容

責任課による分析

改善内容の詳細

体系
こども環境会議の開催により、各団体間の交流
が深まり、連携がうまれている。

環境・条件
の変化

備考

おおむね目標値を達成していることから、現在の事業の有り方を大幅に変更する必要
はないと思われる。各活動の達成を図りながら下地をつくり、拠点づくりにつなげていき
たい。

評価に基づい
た今後につい
ての考え方



■事務事業・事業費一覧

H.21 H.22 H.23 H.24 計 H.21 H.22 H.23 H.24 計

計画 792 736 588 548 2,664 計画

実績 595 481 411 1,487 実績

計画 130 180 180 180 670 計画

実績 100 105 70 275 実績

計画 0 0 137 101 238 計画

実績 0 0 29 29 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 （百万円）

実績 計画 0.9 0.9 0.9 0.8 3.6

計画 実績 0.7 0.6 0.5 0.0 1.8

実績 計画

計画 実績

実績 計画 0.9 0.9 0.9 0.8 3.6

計画 実績 0.7 0.6 0.5 0.0 1.8

実績 計画

計画 実績

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

28

29

27

25

26

12

Ｂ

9

施策成果
への
貢献度

Ｂ

Ｂ

10

8

13

11

6

7

担当課
事業費（千円）

20

施策成果
への
貢献度

22

番号

リ1

番号
事業
区分

事務事業
事業費（千円）

担当課事務事業

環境課環境学習推進事業

事業
区分

15

14

17

16

19

18

4

5

2 リ 地域環境活動支援事業 環境課

3 リ
くさつ・エコミュージアム活

用事業
環境課

21

24

23

マニフェスト
関連事業
小計

30

総計

リーディング
事業小計

主要事業
小計



■施策評価シート
(14)-2 ② 施策名 【施策成果に影響を与えた要因についての分析】

責任課

記入者

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

団体 55 55 57 59 59 56 61

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

人 2302 2500 2500 2496 2500 2771 2500

【事務事業の改善方針】　　※改善を図る事務事業のみ記載

こどもエコクラブ登録者
数（こども）

単位

こども環境会議参加団体数

施策の達成度
（責任課による
定性的評価）

環境学習等に関わる様々な活動情報を提供・発信で
きる場づくりや、環境学習に取り組む人・団体などの活
動支援を図ります。

環境学習の内容充実

環境課

高橋　佑輔

活動指標

（責任課コメント）

基本方針番号 施策番号

項目

成果指標

施策の概要

こども環境会議に参加していた団体の施設等の閉鎖や統廃合により、平成２３年度は
成果指標を達成できなかった。活動指標は目標値を達成できた。

こども環境会議に参加した団体（幼稚園、学校、企業、環境グループ、市民センター、地域等）
の数。日本環境協会が実施する環境体験学習クラブのこどもエコクラブへの登録者数。

単位項目

責任課による分析 関係課のコメント

事務
事業

指標
学校や団体等への参加呼びかけを継続し、こど
も環境会議が定着してきた。

体系
指導者養成講座やワークショップの実施により、
小・中学校において環境学習に取り組まれてい
る。

県の環境関連機関において、廃止や統廃合が
あった。

環境・条件
の変化

個別
内容

新しく設立されたこどもエコクラブには、こども環
境会議への参加を呼びかけている。

その他の外的
・他律的な事象

備考

目標値をおおむね達成していることから、現在の事業の有り方を大幅に変更する必要
はないと思われるが、今後も環境学習の推進、支援を図りたい。

評価に基づい
た今後につい
ての考え方

※「改善の方針」は、①新規　②廃止・統合　③休止　④目的の変更　⑤手段の変更　⑥拡充　　から選択

事務事業名 担当課
施策成果
への
貢献度

改善の方針 改善内容の詳細

※「施策成果への貢献度」は各事業の施策目標達成に対する貢献度の高さを記載・・・・・Ａ：特に高い　Ｂ：高い　Ｃ：やや低い　Ｄ：低い



■事務事業・事業費一覧

H.21 H.22 H.23 H.24 計 H.21 H.22 H.23 H.24 計

計画 1,244 1,256 811 804 4,115 計画

実績 1,239 1,112 692 3,043 実績

計画 85 73 73 77 308 計画

実績 342 73 0 415 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 （百万円）

実績 計画 1.3 1.3 0.9 0.9 4.4

計画 実績 1.6 1.2 0.7 0.0 3.5

実績 計画 1.2 1.3 0.8 0.8 4.1

計画 実績 1.2 1.1 0.7 0.0 3.0

実績 計画

計画 実績

実績 計画

計画 実績

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

28

29

27

25

26

12

Ｂ

9

施策成果
への
貢献度

Ｂ

10

8

13

11

6

7

担当課
事業費（千円）

20

施策成果
への
貢献度

22

番号

主1

番号
事業
区分

事務事業
事業費（千円）

担当課事務事業

環境課環境学習交流・発信事業

事業
区分

15

14

17

16

19

18

4

5

2 － 環境学習支援事業 環境課

3

21

24

23

マニフェスト
関連事業
小計

30

総計

リーディング
事業小計

主要事業
小計



■施策評価シート
(14)-3 ① 施策名 【施策成果に影響を与えた要因についての分析】

責任課

記入者

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

人・団体 51 50 60 63 70 66 70

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

人 3,100 1,000 1,100 1,680 1,200 2,753 1,300

【事務事業の改善方針】　　※改善を図る事務事業のみ記載

※「改善の方針」は、①新規　②廃止・統合　③休止　④目的の変更　⑤手段の変更　⑥拡充　　から選択

事務事業名 担当課
施策成果
への
貢献度

改善の方針 改善内容の詳細

※「施策成果への貢献度」は各事業の施策目標達成に対する貢献度の高さを記載・・・・・Ａ：特に高い　Ｂ：高い　Ｃ：やや低い　Ｄ：低い

備考 特になし

積極的な勧誘活動による会員数の増加に取り組むほか、会員のメリットとなるような支
援策を導入する。

評価に基づい
た今後につい
ての考え方

その他の外的
・他律的な事象

体系
地球温暖化対策地域推進計画で定めている
アクション参加者にも参加を呼びかけてい
る。

環境・条件
の変化

個別
内容

地球冷やしたい推進協議会の運営におい
て、会員加入を促進するような独自事業を検
討する必要がある。

責任課による分析 関係課のコメント

事務
事業

指標
実績をもとに、平成24年度の目標値を下方
修正した。（80⇒70）

平成23年度末における「草津市地球冷やしたい推進協議会会員数」は、目標値70（団
体・人）に対して、実績66（団体・人）であり、目標をやや下回る結果となった。

特になし

単位項目

基本方針番号 施策番号

項目

成果指標

施策の概要

単位

草津市地球冷やしたい推
進協議会会員数

施策の達成度
（責任課による
定性的評価）

様々な主体が参画する「草津市地球冷やしたい推進
協議会」のネットワークを拡充させ、地球温暖化対策を
積極的に推進します。

様々な主体が参画するプラットフォームの構築

環境課

下川　真季

活動指標

（責任課コメント）

イベントによる啓発者数



■事務事業・事業費一覧

H.21 H.22 H.23 H.24 計 H.21 H.22 H.23 H.24 計

計画 144 140 173 100 557 計画

実績 144 140 173 457 実績

計画 2,009 1,901 2,074 1,619 7,603 計画

実績 1,675 1,690 1,881 5,246 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 （百万円）

実績 計画 2.2 2.0 2.2 1.7 8.2

計画 実績 1.8 1.8 2.1 0.0 5.7

実績 計画 0.1 0.1 0.2 0.1 0.6

計画 実績 0.1 0.1 0.2 0.0 0.5

実績 計画

計画 実績

実績 計画

計画 実績

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

マニフェスト
関連事業
小計

30

総計

リーディング
事業小計

主要事業
小計

24

23

212 － 温暖化広報啓発事業 環境課

3

4

5

19

18

17

16

地域協議会運営事業

事業
区分

15

14

番号

主1

番号
事業
区分

事務事業
事業費（千円）

担当課事務事業

環境課

担当課
事業費（千円）

20

施策成果
への
貢献度

22

6

7

13

11

施策成果
への
貢献度

B

10

8

12

B

9

25

26

28

29

27



■施策評価シート
(14)-3 ② 施策名 【施策成果に影響を与えた要因についての分析】

責任課

記入者

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

％ 54.9 55.0 55.0 50.4 55.0 51.0 55.0

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

件 3,099 5,000 5,000 2,249 5,000 2,134 2,500

社 7 10 10 1 6 3 0

件 811 800 1,000 1,073 1,200 1,444 1,200 【事務事業の改善方針】　　※改善を図る事務事業のみ記載

人 514 6,600 6,600 1,122 6,600 1,873 2,000

※「改善の方針」は、①新規　②廃止・統合　③休止　④目的の変更　⑤手段の変更　⑥拡充　　から選択

事務事業名 担当課
施策成果
への
貢献度

改善の方針 改善内容の詳細

※「施策成果への貢献度」は各事業の施策目標達成に対する貢献度の高さを記載・・・・・Ａ：特に高い　Ｂ：高い　Ｃ：やや低い　Ｄ：低い

備考

【環境家族宣言数】今後は、他の事業と抱き合わせて、効率よく宣言者を確保したり、各種団体を通じて
取り組みをＰＲするなどの工夫をし、展開していく。
【省エネ診断受診企業数】事業終了。H２４は類似制度の周知を行う。
【住宅用太陽光発電に係る系統連系累計】市の補助金制度は、平成２２年度で終了したが、引き続き、太
陽光発電の効果をＰＲし、普及・拡大に努める。
【エコドライブ宣言者数】今後も引き続き、事業所単位での参加をＰＲしていく。
活動指標については、Ｈ２３までは地球温暖化対策地域推進計画で定めているが、Ｈ２４に計画の改定を
行いＨ２５以降の数値を設定する。

評価に基づい
た今後につい
ての考え方

体系
地球冷やしたい推進協議会の会員にも、活動へ
の参加を呼びかけている。

【住宅用太陽光発電に係る系統連系累計】国や
県からの補助金制度、固定価格買い取り制度、
システム設置費価格が、設置件数に影響する。

環境・条件
の変化

個別
内容

責任課による分析 関係課のコメント

事務
事業

指標
「環境家族宣言数」、「エコドライブ宣言者数」の
目標値については、考え方を見直す必要があ
る。

単位項目

その他の外的
・他律的な事象

成果指標

施策の概要

【環境家族宣言数】目標値には達しなかったが、約半分には達した。参加者の多くは、ブース出展時の啓
発において宣言いただいたものであるが、これには限界がある。
【省エネ診断受診企業数】目標値には達しなかったが、簡易な手続きに変更して商工会議所と連携し、前
年度と比べて参加数を増やすことができた。
【住宅用太陽光発電に係る系統連系累計】各年度において、目標値を達成できた。国などの補助金制度
に加え、電力買い取り制度、システム設置費の価格低下が、設置件数が伸びた要因と考えられる。
【エコドライブ宣言者数】目標達成が出来なかったが、実績を伸ばすことができた。ブース出展や講座等で
個別にＰＲをしただけでなく、事業所単位での参加をＰＲした為と考えられる。

(環境家族宣言数）・・・環境家族初級・中級・上級編に参加された方の合計数

施策の達成度
（責任課による
定性的評価）

省エネルギーに配慮した生活・事業活動を促進し、省エネ機器の普
及を図るとともに、自動車の利用についても環境面から見直します。
また、太陽光発電など新エネルギーの利用を推進していきます。

省エネルギーと新エネルギー利用の推進

環境課

山本　一成

活動指標

（責任課コメント）

基本方針番号 施策番号

項目

環境家族宣言数

省エネ診断受診企業数

住宅用太陽光発電に係
る系統連系累計

エコドライブ宣言者数

単位

市民意識調査項目中、「地
球温暖化対策に取り組んで
いる」に対し、「そう思う」「や
やそう思う」の割合



■事務事業・事業費一覧

H.21 H.22 H.23 H.24 計 H.21 H.22 H.23 H.24 計

計画 2,141 1,650 1,130 236 5,157 計画

実績 1,820 1,304 707 3,831 実績

計画 4,508 6,000 40 6,046 16,594 計画

実績 10,797 5,978 40 16,815 実績

計画 530 5,371 500 491 6,892 計画

実績 320 4,276 262 4,858 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 （百万円）

実績 計画 7.2 13.0 1.7 6.8 28.6

計画 実績 12.9 11.6 1.0 0.0 25.5

実績 計画 7.2 13.0 1.7 6.8 28.6

計画 実績 12.9 11.6 1.0 0.0 25.5

実績 計画

計画 実績

実績 計画

計画 実績

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

マニフェスト
関連事業
小計

30

総計

リーディング
事業小計

主要事業
小計

24

23

212 主 新エネルギー対策事業 環境課

3 主 自動車対策事業 環境課

4

5

19

18

17

16

省エネルギー対策事業

事業
区分

15

14

番号

主1

番号
事業
区分

事務事業
事業費（千円）

担当課事務事業

環境課

担当課
事業費（千円）

20

施策成果
への
貢献度

22

6

7

13

11

施策成果
への
貢献度

Ｂ

Ｂ

10

8

12

Ｂ

9

25

26

28

29

27



■施策評価シート
(14)-4 ① 施策名 【施策成果に影響を与えた要因についての分析】

責任課

記入者

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

% 95.0 95.0 95.0 94.4 95.0 94.1 95.0

% 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 99.2 100.0

% 16.10 15.60 15.70 16.30 22.30 18.38 22.50

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

千人 11.16 12 12 11.22 12 11.13 12

団体 183 190 190 193 195 203 210

台 1,752 1,850 1,850 1,813 1,895 1,870 1,940 【事務事業の改善方針】　　※改善を図る事務事業のみ記載

t 4,025 4,000 4,100 4,089 4,200 4,234 4,300

備考

　引き続きごみ問題を考える草津市民会議による３Ｒ活動の推進、市民活動団体による資源回
収活動を推進する。また古紙類の更なる収集量増大が図られるよう、市民への啓発を今後も推
進していく。

評価に基づい
た今後につい
ての考え方

古紙の行政回収の開始により、地域の資源回収活動が相
乗効果が図れる。

市民会議による各地区へのごみの減量と資源化キャンペー
ン等を実施していき、より充実した啓発を実施していく。

拡充

拡充

環境・条件
の変化

責任課による分析

改善内容の詳細

資源回収促進
補助事業

ごみ減量推
進課

ごみ問題を考え
る草津市民会議
活動推進事業

体系

関係課のコメント

事務
事業

指標

登録団体数がＨ２４目標値を２００としていたが、
実績値が上回ったため、活動指標の目標値を見
直す。

個別
内容

単位

その他の外的
・他律的な事象

項目

ごみ減量推
進課

Ａ

Ａ

施策番号

項目

成果指標

施策の概要

ごみの資源化率

ビン類ごみ資源化率

ペットボトル資源化率

施策の達成度
（責任課による
定性的評価）

ごみ収集方法を見直すなど、3R活動（ごみの減量・再利用・再資源
化）を推進し、ごみの減量と資源の有効活用に努めます。

発生抑制・資源化の推進

ごみ減量推進課

宇野　秀樹

活動指標

（責任課コメント）

基本方針番号

※「改善の方針」は、①新規　②廃止・統合　③休止　④目的の変更　⑤手段の変更　⑥拡充　　から選択

事務事業名 担当課
施策成果
への
貢献度

改善の方針

単位

　ビン類ならびにペットボトルの資源化率については、ほぼ目標値に近いが、全体としてのごみの資源化
率ではまだ目標値と差がある。特に昨年１０月から古紙類（行政回収）の収集を始めたが、予定量がかな
り少ないことが原因の一つであると考えられる。しかし平成２４年度は年間通じてとなるため、更に高い数
値になることが期待できる。

※「施策成果への貢献度」は各事業の施策目標達成に対する貢献度の高さを記載・・・・・Ａ：特に高い　Ｂ：高い　Ｃ：やや低い　Ｄ：低い

ごみ減量ｲﾍﾞﾝﾄ参加人数

登録団体数

家庭用生ごみ処理機補
助台数累計

資源回収量



■事務事業・事業費一覧

H.21 H.22 H.23 H.24 計 H.21 H.22 H.23 H.24 計

計画 1,517 1,686 148 104 3,455 計画

実績 354 52 142 548 実績

計画 2,649 2,604 2,526 2,451 10,230 計画

実績 2,649 2,604 2,526 7,779 実績

計画 17,334 16,767 16,455 16,790 67,346 計画

実績 29,581 29,379 16,053 75,013 実績

計画 3,497 3,461 3,485 3,484 13,927 計画

実績 3,667 3,358 3,349 10,374 実績

計画 71,543 58,986 80,260 69,027 279,816 計画

実績 45,766 48,421 60,368 154,555 実績

計画 14,489 20,190 21,334 22,087 78,100 計画

実績 15,532 19,794 20,525 55,851 実績

計画 1,000 1,250 1,200 1,200 4,650 計画

実績 716 750 1,149 2,615 実績

計画 3,000 1,500 1,200 1,200 6,900 計画

実績 1,356 645 586 2,587 実績

計画 12,664 12,407 12,400 12,932 50,403 計画

実績 12,038 12,169 12,193 36,400 実績

計画 23,490 22,357 22,249 22,266 90,362 計画

実績 21,589 21,258 21,039 63,886 実績

計画 0 2,714 2,424 0 5,138 計画

実績 0 2,265 2,170 4,435 実績

計画 0 0 0 0 0 （百万円）

実績 0 0 0 0 計画 151.2 143.9 163.7 151.5 610.3

計画 実績 133.2 140.7 140.1 0.0 414.0

実績 計画 38.8 40.1 39.6 37.6 156.1

計画 実績 36.3 38.3 37.9 0.0 112.5

実績 計画

計画 実績

実績 計画 19.0 23.4 22.7 23.4 88.5

計画 実績 17.2 20.5 21.3 0.0 59.0

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

マニフェスト
関連事業
小計

30

総計

リーディング
事業小計

主要事業
小計

24

23

212 主
ごみ問題を考える草津市
民会議活動推進事業

ごみ減量推進課

3 −
びん類等収集用コンテナ
運搬および洗浄事業

ごみ減量推進課

4

5

− リサイクルの館運営事業 ごみ減量推進課

− 指定ごみ袋購入・配布事業 ごみ減量推進課

19

18

17

16

廃棄物減量推進事業

事業
区分

15

14

番号

マ1

番号
事業
区分

事務事業
事業費（千円）

担当課事務事業

ごみ減量推進課

ごみ減量推進課

担当課
事業費（千円）

20

施策成果
への
貢献度

22

主 ビン類ごみ処理事業 クリーンセンター

6 マ 資源回収促進補助事業 ごみ減量推進課

7 −
ごみステーション新設改修

補助事業

13

11 主

建設リサイクル法に関する事務 建築課

施策成果
への
貢献度

A

A

A

A

10 主 ペットボトル処理事業 クリーンセンター

8

クリーンセンター見学・学
習啓発事業

クリーンセンター

12 −

A

マ 生ごみ処理容器等購入補助事業 ごみ減量推進課

9

A

Ｂ

A

A

A

25

26

A

28

29

27

A



■施策評価シート
(14)-4 ② 施策名 【施策成果に影響を与えた要因についての分析】

責任課

記入者

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

% 3.7 5.0以下 5.0以下 4.5 5.0以下 4.6 5.0以下

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

ｔ 22,022 22,760 23,168 22,188 21,844 20,794 20,582

ｔ 15,287 15,377 15,494 14,846 15,643 14,259 15,710

ｔ 2,778 2,841 2,875 2,814 4,428 4,018 5,778 【事務事業の改善方針】　　※改善を図る事務事業のみ記載

% 7 5 44 24 89

備考

　施設更新整備を進めるとともに、分別指導の徹底を図ります。また、今後も適正なごみ処理に努めま
す。

評価に基づい
た今後につい
ての考え方

環境・条件
の変化

責任課による分析

改善内容の詳細

県との協議による県条例手続きの時期の
変更等があったことによる事業の遅れが見
込まれる。

体系

関係課のコメント

事務
事業

指標

個別
内容

単位

その他の外的
・他律的な事象

項目

施策番号

項目

成果指標

施策の概要

普通ごみ焼却時熱しゃく減量

施策の達成度
（責任課による
定性的評価）

処理方法に適した分別方式や、ごみ量に応じた収集体制を整備
するとともに、発生するごみを適正に処理するため、各種施設を
計画的に整備します。

ごみの適正処理

ごみ減量推進課

宇野　秀樹

活動指標

（責任課コメント）

基本方針番号

※「改善の方針」は、①新規　②廃止・統合　③休止　④目的の変更　⑤手段の変更　⑥拡充　　から選択

事務事業名 担当課
施策成果
への
貢献度

改善の方針

単位

　施設更新整備のための環境影響評価を進めるとともに、分別の周知を図った。
　クリーンセンターにおいて、一般廃棄物処理施設の維持管理の技術上の基準を満たすよう施設運転を
行い、熱しゃく減量は法令の基準値である１０％はもちろんのこと、目標値である５％もほぼ満たす数値
となった。

熱しゃく減量：ごみを焼却した際に出る灰の中の未燃分の割合

※「施策成果への貢献度」は各事業の施策目標達成に対する貢献度の高さを記載・・・・・Ａ：特に高い　Ｂ：高い　Ｃ：やや低い　Ｄ：低い

家庭系ごみ量　（資源ごみ除く）

事業系ごみ量　（資源ごみ除く）

家庭系資源ごみ量

環境影響評価進捗率　



■事務事業・事業費一覧

H.21 H.22 H.23 H.24 計 H.21 H.22 H.23 H.24 計

計画 288,613 284,787 272,398 220,235 1,066,033 計画

実績 286,954 280,875 270,601 838,430 実績

計画 11,609 5,321 4,882 2,059 23,871 計画

実績 11,525 2,532 3,243 17,300 実績

計画 57,844 56,979 76,169 128,877 319,869 計画

実績 56,903 56,109 75,613 188,625 実績

計画 11,298 8,525 8,635 8,710 37,168 計画

実績 9,437 7,492 7,505 24,434 実績

計画 7,968 14,162 53,001 71,205 146,336 計画

実績 1,224 8,560 29,994 39,778 実績

計画 61,914 46,734 41,130 36,243 186,021 計画

実績 59,969 40,066 37,738 137,773 実績

計画 83,693 79,217 71,908 75,405 310,223 計画

実績 76,069 71,133 78,646 225,848 実績

計画 15,913 14,826 14,248 13,101 58,088 計画

実績 15,270 14,212 13,797 43,279 実績

計画 49,480 49,462 50,680 43,693 193,315 計画

実績 48,368 36,760 35,067 120,195 実績

計画 97,353 97,295 80,203 67,097 341,948 計画

実績 105,809 88,676 77,773 272,258 実績

計画 5,090 5,941 4,897 5,324 21,252 計画

実績 5,078 4,766 5,250 15,094 実績

計画 329,204 416,644 375,111 380,173 1,501,132 （百万円）

実績 336,488 401,672 374,130 1,112,290 計画 1,020.0 1,079.9 1,053.3 1,052.1 4,205.3

計画 実績 1,013.1 1,012.9 1,009.4 0.0 3,035.3

実績 計画 683.6 772.6 776.7 800.5 3,033.4

計画 実績 681.6 747.2 750.3 0.0 2,179.1

実績 計画

計画 実績

実績 計画

計画 実績

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

マニフェスト
関連事業
小計

30

総計

リーディン
グ

事業小計

主要事業
小計

24

23

212 −
広域廃棄物埋立処分場建設

費負担事業
ごみ減量推進課

3 主 資源ごみ類収集運搬事業 ごみ減量推進課

4

5

− 草津市処分場管理事業 ごみ減量推進課

主 廃棄物処理施設整備事業
廃棄物処理施
設建設準備室

19

18

17

16

ごみ類収集運搬事業

事業
区分

15

14

番号

主1

番号
事業
区分

事務事業
事業費（千円）

担当課事務事業

ごみ減量推進課

クリーンセンター

担当課
事業費（千円）

20

施策成果
への
貢献度

22

− 小型破枠・粗大ごみ処理事業 クリーンセンター

6 − 廃棄物搬出処分事業 クリーンセンター

7 − クリーンセンター管理運営事業

13

11 −

普通ごみ処理事業 クリーンセンター

施策成果
への
貢献度

A

A

A

A

10 − 廃プラスチック処理事業 クリーンセンター

8

廃乾電池・廃蛍光管処理事業 クリーンセンター

12 主

A

− 金属ごみ処理事業 クリーンセンター

9

A

A

A

A

A

25

26

A

28

29

27

A



■施策評価シート
(14)-4 ③ 施策名 【施策成果に影響を与えた要因についての分析】

責任課

記入者

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

㎘ 9,115 9,115 8,745 7,985 7,190 7,347 6,480

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

人 13,777 13,777 11,599 11,599 10,440 11,264 9,400

【事務事業の改善方針】　　※改善を図る事務事業のみ記載

し尿処理対象人口

単位

計画処理量（草津市）

施策の達成度
（責任課による
定性的評価）

湖南4市で構成する湖南広域行政組合の環境衛生セン
ターにおいてし尿等の収集や処理を適正に行い、生活環
境の保全を図ります。

し尿の適正処理

ごみ減量推進課

宇野　秀樹

活動指標

（責任課コメント）

基本方針番号 施策番号

項目

成果指標

施策の概要

　計画的に処理している

単位項目

責任課による分析 関係課のコメント

事務
事業

指標

公共下水道の供用増加により、対象人口・計画
処理量が減少している。

体系

環境・条件
の変化

個別
内容

その他の外的
・他律的な事象

備考

　高度な処理水質を維持し、引き続き適正処理を行います。

評価に基づい
た今後につい
ての考え方

※「改善の方針」は、①新規　②廃止・統合　③休止　④目的の変更　⑤手段の変更　⑥拡充　　から選択

事務事業名 担当課
施策成果
への
貢献度

改善の方針 改善内容の詳細

※「施策成果への貢献度」は各事業の施策目標達成に対する貢献度の高さを記載・・・・・Ａ：特に高い　Ｂ：高い　Ｃ：やや低い　Ｄ：低い



■事務事業・事業費一覧

H.21 H.22 H.23 H.24 計 H.21 H.22 H.23 H.24 計

計画 197,289 197,492 176,136 177,397 748,314 計画

実績 197,289 197,492 176,136 570,917 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 （百万円）

実績 計画 197.3 197.5 176.1 177.4 748.3

計画 実績 197.3 197.5 176.1 0.0 570.9

実績 計画 197.3 197.5 176.1 177.4 748.3

計画 実績 197.3 197.5 176.1 0.0 570.9

実績 計画

計画 実績

実績 計画

計画 実績

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

28

29

27

25

26

12

Ｂ

9

施策成果
への
貢献度

10

8

13

11

6

7

担当課
事業費（千円）

20

施策成果
への
貢献度

22

番号

主1

番号
事業
区分

事務事業
事業費（千円）

担当課事務事業

ごみ減量推
進課

湖南広域行政組合運営事
業

事業
区分

15

14

17

16

19

18

4

5

2

3

21

24

23

マニフェスト
関連事業
小計

30

総計

リーディング
事業小計

主要事業
小計



■施策評価シート
(14)-4 ④ 施策名 【施策成果に影響を与えた要因についての分析】

責任課

記入者

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

％ 0.102 0.000 0.000 0.097 0.000 0.088 0.000

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

ｋｇ 14,190 14190 15,000 15,650 16000 13450 16000

ｔ 41.5 0.0 0.0 38.8 0.0 34.5 0.0

日 424 424 458 450 482 470 482 【事務事業の改善方針】　　※改善を図る事務事業のみ記載

※「施策成果への貢献度」は各事業の施策目標達成に対する貢献度の高さを記載・・・・・Ａ：特に高い　Ｂ：高い　Ｃ：やや低い　Ｄ：低い

ボランティア清掃活動量 

不法投棄ごみ回収量

パトロール出動；活動数

※「改善の方針」は、①新規　②廃止・統合　③休止　④目的の変更　⑤手段の変更　⑥拡充　　から選択

事務事業名 担当課
施策成果

への
貢献度

改善の方針

単位

地域の啓発とともに重点地域設定によるパトロール員の啓発により、減少につながった。 

ボランティア清掃活動量：町内会などのボランティア清掃活動量　　　不法投棄ごみ回収量：通報等に
よる不法ごみ回収量　　　　パトロール出勤・活動数：安全安心パトロール員活動日数

不法投棄ごみ量／総ごみ量

施策の達成度
（責任課による
定性的評価）

不法投棄ごみ、散在性ごみの解消に向けて、定期的なパト
ロール実施のほか、市民・事業者・行政等が協力し、環境
美化に努めます。

環境美化の推進

ごみ減量推進課

宇野　秀樹

活動指標

（責任課コメント）

基本方針番号 施策番号

項目

成果指標

施策の概要

単位

その他の外的
・他律的な事象

項目

関係課のコメント

事務
事業

指標

地域とともに継続的な啓発が必要である。

個別
内容

責任課による分析

改善内容の詳細

体系

環境・条件
の変化

備考

引き続き、地域および活動団体と協力し、環境美化に努めます。

評価に基づい
た今後につい
ての考え方



■事務事業・事業費一覧

H.21 H.22 H.23 H.24 計 H.21 H.22 H.23 H.24 計

計画 9,825 10,242 19,226 13,420 52,713 計画

実績 8,554 9,455 15,594 33,603 実績

計画 132 132 132 132 528 計画

実績 82 49 49 180 実績

計画 8,662 9,613 9,306 8,406 35,987 計画

実績 6,943 7,817 8,329 23,089 実績

計画 69 69 69 73 280 計画

実績 0 0 0 0 実績

計画 3,000 3,000 3,000 3,000 12,000 計画

実績 3,000 3,000 3,000 9,000 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 （百万円）

実績 計画 21.7 23.1 31.7 25.0 101.5

計画 実績 18.6 20.3 27.0 0.0 65.9

実績 計画 0.1 0.1 0.1 0.1 0.5

計画 実績 0.1 0.0 0.0 0.0 0.2

実績 計画

計画 実績

実績 計画 8.7 9.6 9.3 8.4 36.0

計画 実績 6.9 7.8 8.3 0.0 23.1

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

28

29

27

25

26

12

Ａ

9

施策成果
への

貢献度

Ａ

Ａ

Ｃ

B

10

8

13

11

6

7

担当課
事業費（千円）

20

施策成果
への

貢献度

22

番号

−1

番号
事業
区分

事務事業
事業費（千円）

担当課事務事業

ごみ減量推進課
ごみ減量と分別にかかる

啓発事業

事業
区分

15

14

17

16

19

18

4

5

−
放置自動車廃物判定委員

会運営事業
ごみ減量推進課

−
周辺地域の生活環境等対

策事業
クリーンセンター

2 主
ボランティア清掃ごみ回収

事業
ごみ減量推進課

3 マ
不法投棄・粗大ごみ回収

事業
ごみ減量推進課

21

24

23

マニフェスト
関連事業

小計

30

総計

リーディング
事業小計

主要事業
小計



■施策評価シート
(14)-5 ① 施策名 【施策成果に影響を与えた要因についての分析】

責任課

記入者

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

％ 87.5 100 100 87.5 100 87.5 100

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

回 24 24 24 24 24 24 24

【事務事業の改善方針】　　※改善を図る事務事業のみ記載

※「施策成果への貢献度」は各事業の施策目標達成に対する貢献度の高さを記載・・・・・Ａ：特に高い　Ｂ：高い　Ｃ：やや低い　Ｄ：低い

調査測定回数

※「改善の方針」は、①新規　②廃止・統合　③休止　④目的の変更　⑤手段の変更　⑥拡充　　から選択

事務事業名 担当課
施策成果
への
貢献度

改善の方針

単位

　市民の身近に流れる河川の水質を保全し、良好な水環境を保全を確保するため、河川の水
質に係る環境管理基準を定めている。
　２河川(伊佐々川、狼川）において、各項目について毎月１回、調査を実施。
　調査の結果、狼川において、BODが３回（１２月、１月、２月測定）基準超過していた。

２河川（伊佐々川・狼川）環境管理基準（BOD)の達成状況　調査回数（毎月一回）

河川の水質に係る環境
管理基準達成状況

施策の達成度
（責任課による
定性的評価）

大気や河川水質等に係る環境調査や土壌汚染、地下
水汚染調査を継続的に実施します。

環境汚染等の調査

環境課

冨永　智

活動指標

（責任課コメント）

基本方針番号 施策番号

項目

成果指標

施策の概要

単位

その他の外的
・他律的な事象

項目

下水道整備
市街化区域の開発の増加

関係課のコメント

事務
事業

指標

個別
内容

責任課による分析

改善内容の詳細

体系 水質汚濁防止法、滋賀県公害防止条例

環境・条件
の変化

備考

　特に狼川について、河川水質の悪化原因を探り、改善へ向けて対策を講じる必要が
あると考える。

評価に基づい
た今後につい
ての考え方



■事務事業・事業費一覧

H.21 H.22 H.23 H.24 計 H.21 H.22 H.23 H.24 計

計画 3,684 3,576 4,366 4,820 16,446 計画

実績 3,520 3,432 4,132 11,084 実績

計画

実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 （百万円）

実績 計画 3.7 3.6 4.4 4.8 16.4

計画 実績 3.5 3.4 4.1 0.0 11.1

実績 計画 3.7 3.6 4.4 4.8 16.4

計画 実績 3.5 3.4 4.1 0.0 11.1

実績 計画

計画 実績

実績 計画

計画 実績

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

28

29

27

25

26

12

B

9

施策成果
への
貢献度

10

8

13

11

6

7

担当課
事業費（千円）

20

施策成果
への
貢献度

22

番号

主1

番号
事業
区分

事務事業
事業費（千円）

担当課事務事業

環境課環境調査事業

事業
区分

15

14

17

16

19

18

4

5

2

3

21

24

23

マニフェスト
関連事業
小計

30

総計

リーディング
事業小計

主要事業
小計



■施策評価シート
(14)-5 ② 施策名 【施策成果に影響を与えた要因についての分析】

責任課

記入者

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

％ 76 80 80 71 70 65 70

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

件 113 110 110 133 110 138 120

【事務事業の改善方針】　　※改善を図る事務事業のみ記載

※「改善の方針」は、①新規　②廃止・統合　③休止　④目的の変更　⑤手段の変更　⑥拡充　　から選択

事務事業名 担当課
施策成果
への
貢献度

改善の方針 改善内容の詳細

※「施策成果への貢献度」は各事業の施策目標達成に対する貢献度の高さを記載・・・・・Ａ：特に高い　Ｂ：高い　Ｃ：やや低い　Ｄ：低い

備考

市内に約３６０社の事業所が存在しており、これまでと同様に順次現場立入および聞き
取りを実施する。また、事業所管理の徹底を図ったことで、事業所側にも環境への意
識が高まったものと思われることから、引き続いて指導徹底する。

評価に基づい
た今後につい
ての考え方

その他の外的
・他律的な事象

体系
草津市の良好な環境保全条例の第57条に基づ
き、特定工場の施設等の管理が適切に行われて
いるか状況を把握し、公害防止に努めている。

事業所付近あるいは隣接する土地に宅地開発
が進んでいるため、市民からの問い合わせが増
加している。

環境・条件
の変化

個別
内容

特定工場等設置許可（変更）申請書の申請が
あったところに対して立入り・指導・啓発を実施し
ている。

責任課による分析 関係課のコメント

事務
事業

指標

事業所管理の徹底を図り、環境負荷の低減を図るために定期的な事業所の立入りと
指導を実施するとともに、環境負荷が強いと懸念される事業所については巡回を実施
した。これにより工場立入調査時の指導割合は減尐している。

環境保全条例に基づく工場立入調査とは、草津市の良好な環境保全条例の第57条に基づ
き、特定工場の施設等の管理が適切に行われているか状況を把握するためのものである。

単位項目

基本方針番号 施策番号

項目

成果指標

施策の概要

単位

環境保全条例に基づく工
場立入調査指導割合

施策の達成度
（責任課による
定性的評価）

環境負荷の低減のため、事業所等の適切な指導に努
めます。

事業所等からの環境負荷対策

環境課

舟木　朋宏

活動指標

（責任課コメント）

特定工場等立入調査数



■事務事業・事業費一覧

H.21 H.22 H.23 H.24 計 H.21 H.22 H.23 H.24 計

計画 4,207 4,200 4,200 4,200 16,807 計画

実績 3,750 3,566 3,584 10,900 実績

計画 2,611 2,527 2,527 2,406 10,071 計画

実績 2,613 2,485 2,295 7,393 実績

計画 100 0 0 0 100 計画

実績 100 0 0 0 100 実績

計画 843 1,916 90 483 3,332 計画

実績 752 1,841 390 2,983 実績

計画 22,840 22,884 22,309 22,309 90,342 計画

実績 19,871 18,236 19,403 57,510 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 （百万円）

実績 計画 30.6 31.5 29.1 29.4 120.7

計画 実績 27.1 26.1 25.7 0.0 78.9

実績 計画 4.2 4.2 4.2 4.2 16.8

計画 実績 3.8 3.6 3.6 0.0 10.9

実績 計画

計画 実績

実績 計画

計画 実績

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

マニフェスト
関連事業
小計

30

総計

リーディング
事業小計

主要事業
小計

24

23

212 − 浄化槽法等指導事業 下水道課

3 −
水環境を守る市民運動協
議会活動費補助金事業

環境課

4

5

− 生活排水対策推進事業
下水道課
環境課

−
市街地排水浄化施設維持

管理事業
河川課

19

18

17

16

事業所等指導事業

事業
区分

15

14

番号

主1

番号
事業
区分

事務事業
事業費（千円）

担当課事務事業

環境課

担当課
事業費（千円）

20

施策成果
への
貢献度

22

6

7

13

11

施策成果
への
貢献度

B

―

B

A

10

8

12

B

9

25

26

28

29

27


	表紙（環境）.pdf
	(14)‐1‐① 【環境課】生態系の保全 
	(14)‐1‐② 【環境課】自然とふれあう機会の充実
	(14)‐2‐① 【環境課】環境学習の拠点づくり 
	(14)‐2‐②【環境課】環境学習の内容充実 
	(14)‐3‐① 【環境課】様々な主体が参画するプラットフォームの構築 
	(14)‐3‐② 【環境課】 省エネルギーと新エネルギー利用の推進
	(14)‐4‐① 【ごみ減量推進課】発生抑制・資源化の推進 
	(14)‐4‐② 【ごみ減量推進課】ごみの適正処理 
	(14)‐4‐③ 【ごみ減量推進課】し尿の適正処理 
	(14)‐4‐④【ごみ減量推進課】環境美化の推進 
	(14)‐5‐① 【環境課】環境汚染等の調査 
	(14)‐5‐②【環境課】事業所等からの環境負荷対策 

